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日中のポカポカとしたお日さまがより温かく感じられる程の、朝晩の冷え込み。

晩秋の気配が深まる頃となりました。早いもので今年もあと 2 か月となりまし

た。様々な活動をクラスみんなで経験し、子どもたちはたくましく成長していま

す。先月は運動会があり、ぱんだ組の子どもたちは平均台を渡るのに最初は保育

者と手をつないで渡っていましたが、練習をしていると一人で渡れるようになり

ました。ぞう組の子どもたちも跳び箱から思いきりジャンプし、上手に前転がで

きていました。きりん組の子どもたちは、ぱんだ、ぞう組よりも長い距離を走り、

そしてぽっくりを履いて、ジグザグ道を上手に歩いていました。他のクラスの応

援も頑張り、運動会を盛り上げてくれました。苦手な事にも挑戦して成長してい

く子どもたちを見ているとすごいなあと思います。 

最近の子どもたちの様子を見ていると、遊んでいる時にお友だちに、自分の思

いを伝えられるようになってきました。楽しい事、嫌な思いをした事などを言葉

にして言うというのは、簡単なようで難しく、恥ずかしかったり、なんて言って

いいかわからなかったりと、その都度子どもたちには自分の気持ちを伝えられる

ように、見守ったり、お話をしたりしてきました。少しずつお話ができるように

なり、その分ぶつかり合う事もあります。ぶつかり合っても自分たちで解決でき

るようになり、成長を感じます。どうしてもという時には保育者も入って話し合

いをしますが、年長さんが解決してくれることも多く、さすがクラスのリーダー

だなと思います。これからも子どもたちの成長を側で見守っていきたいと思いま

す。 

 

11 月生まれのお友だち 

平成 30年11月5日生まれ 

お姉ちゃんが大好き、難しいパズルも 

できちゃう頑張り屋のきらちゃんです。 

芋ほりに行ってきたよ 

10 月21日に芋ほりに行ってきました。当日は向かっている途中で雨が降り

出してきましたが、到着すると雨もやみ、車から降りるとブラウブリッツのブラ

ウゴンが出迎えてくれて、子どもたちは大喜びでした。最初にお芋の掘り方を教

えてもらい、ブラウゴンと一緒に掘りました。土の中からお芋が見えてくると夢

中になって掘っていました。大きなお芋はなかなか掘れず「だれか～手伝って～」

とお友だちを呼んで一緒に掘っていました。園にもまだお芋があるので、皆で美

味しく食べたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

頑張った脱穀、精米 

皆で育てて刈ったお米の脱穀と精米をしました。バケツで育てたお米の他に、

きららファームからいただいてきたお米も一緒に、牛乳パックや割りばしを使っ

て脱穀をしました。牛乳パックの中に稲を入れ口を閉めて引っ張ります。最初は

「できな～い」と言っていましたが、慣れてくると次々と上手に脱穀していまし

た。次にすり鉢にお米を入れ、軟式ボールを転がしてもみ殻を取るのですが、子

どもの力だとなかなか取れず、力を入れて頑張っていました。もみ殻が取れると

ペットボトルに入れて棒を使ってお米とお米をすり合わせて精米するのですが、

なかなか白くならず、それでも頑張りました。精米機で仕上げをしましたが、ご

飯を食べられるようになるまでの大変な作業を知る、良い体験となりました。 


